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電気通信大学　平成21年度シラバス

授業科目名 線形代数学第二

英文授業科目名 Linear Algebra II

開講年度 2009年度 開講年次 １年次

開講学期 後学期 開講コース・課程 夜間主コース

授業の方法 講義 単位数 2

科目区分 専門科目-専門基礎科目-

開講学科・専攻

情報通信工学科
電子工学科
量子・物質工学科
システム工学科

担当教官名 大野　真裕

居室 東1-411

公開E-Mail 授業関連Webページ

ohno@e-one.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

各学科の専門科目を受講するにあたり，数学的なバックグラウンド（微分積分学と線形代数学）は不可欠

である．線形代数学は，諸分野に現れる「線形性」という共通の考え方のもとに抽象化され，統一された

体系となっている．この抽象化のおかげで，線形代数学は非常に豊かな応用をもつに至っている．

 

線形代数学第二では，線形代数学における最も基本的な概念である線形空間，線形写像の理解を目的とす

る．線形空間の最も基本的なモデルとして数ベクトル空間を扱うことにより，１次独立性，基底，次元

，線形写像といった基本概念を具体的な計算を通して理解すること，またそれらの概念を通して行列の対

角化を理解することを目指す．なお，計算の遂行には線形代数学第一で習得した技術が必須となる．

【前もって履修しておくべき科目】

線形代数学第一

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

数学演習第一，微分積分学第一

【教科書等】

教科書：村上・佐藤・野澤・稲葉 共著『教養の線形代数学(五訂版)』（培風館）

参考書：小林正典・寺尾宏明 共著『線形代数 講義と演習』（培風館）

　　　　田吉 隆夫 著『理工系線形代数学入門』（昭晃堂）

　　　　中村 郁 著『線形代数学』（数学書房）

　　　　齋藤 正彦 著『線型代数入門』（東京大学出版会）
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　　　　川久保 勝夫 著『線形代数学』（日本評論社）

　　　　佐竹 一郎 著『線型代数学』（裳華房）

【授業内容とその進め方】

(a) 授業内容

◆ベクトル空間と線形写像

　・幾何ベクトルと数ベクトル

　・１次独立・１次従属

　・部分空間

　・基底と次元

　・線形写像と表現行列

　・像と核

◆内積

　・ベクトルの内積

　・グラム・シュミットの正規直交化法

　・直交補空間*

　・直交行列と内積*

　・複素内積*

◆固有値と固有ベクトル

　・固有値と固有ベクトルの定義

　・固有値と固有ベクトルの性質(その１)

　・行列の三角化・対角化

　・固有値と固有ベクトルの性質(その２)*

　・実対称行列の対角化*

　・２次形式*

 

（*は講義で必ずしも取り上げない）

 

(b) 授業の進め方

授業は基本的に板書によって進められる．

【授業時間外の学習（予習・復習等）】

論理的に説明されたとしても，新しい概念をすぐにのみこめずに落ちこぼれてしまったり，わかったつも

りが勘違いだったりすることは多々ある．しかも，そういった箇所は個人差がある．こういった障害を乗

り越えるためにも，土日，連休を利用して，あらかじめ教科書をよんでおくことと強く勧める．こうして

準備して講義に臨み，疑問が氷解したとしても，放っておくと，鍵となる視点や考え方を忘れてしまうこ

とがあるので，復習したり，教科書の演習問題等を実際に解いてみる作業が求められる．
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【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

◆評価方法

試験の出来に出席状況，レポートの出来等を加味して，総合的に評価する．

◆評価基準

同次連立１次方程式の解空間や，行列によって定まる線形写像の像空間の基底や次元を求めることができ

ること，簡単な例に対して線形写像の表現行列を求めることができること，また行列の固有値，固有ベク

トルを計算できることを合格の基準とする．

【オフィスアワー：授業相談】

随時受け付ける.

【学生へのメッセージ】

一所懸命勉強しよう

【その他】

なし


